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【事務事業】

	項目名
	【主要検討項目２５】府営住宅（建替え、管理等）

	部局の考え方
	【ＰＴ案】（財プロ試案P.31）
　　　　⇒指定管理者制度（公募型）の導入を視野

○出資法人の方向性「大阪府住宅供給公社」（財プロ試案P.53）
方向性：府営住宅管理は段階的に民間委託の導入を検討

　　考え方：府営住宅の管理はより効率化を図る観点から段階的に指定管理者制度の導入を検討

【部局の考え方】
○府営住宅の管理については、平成１８年４月より公営住宅法に基づく、管理

代行制度により大阪府住宅供給公社に管理代行しているところ。

○指定管理者制度（公募型）の導入については、管理状況の検証を行うため、モデル実施を行う。
○なお、指定管理者制度の導入により、管理代行者である公社に行わせていた権限行為を府が行うこととなる。
（権限行為の主なもの）

・入居者の選考及び決定　　・地位承継の承認
・同居の承認　　　　　　　・模様替えの承認

	参考データ等
	○管理代行制度の導入理由
・地方自治法改正（Ｈ１５）による指定管理者制度の導入により、公の施設である

府営住宅について、Ｈ１８以降の管理体制についての検討が必要となった。

・Ｈ１７．６に、公営住宅法改正により、事業主体以外の地方公共団体又は地方

住宅供給公社に権限行為の一部を含めた管理を代行させることができる制度（管理代行制度）が創設された。

・管理代行制度は、管理主体が異なる公的賃貸住宅の管理を一元化することによるスケールメリットを活かした効率化やサービス向上などを目的とし、府がＨ１７．４から実施している公社による府営住宅と公社賃貸住宅の一元管理と同一の理念・目的を持つことや、権限行為の一部を含めた管理を代行させることができることから、本制度を採用した。

（Ｈ１７まで府が行っており、Ｈ１８以降、公社で行っている業務）

・入居者の決定　　・同居承認　　・地位承継　　・模様替えの承認など
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